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成人先天性心疾患と移行期医療成人先天性心疾患と移行期医療

小児の水頭症は様々な疾患に関連して生じるが，治療法は脳室腹腔（VP）シャントが
基本となる．成長・発達を目指すと言う点ではある程度確立された手法であるが，
感染やシャント機能不全についてはエビデンスは少ない．最近の治療動向やデバイスに
ついて，当院での成績を加えて解説する．

小児水頭症の外科治療小児水頭症の外科治療

小児医療の進歩により、持病をもつこども達の多くが成人期に達するようになった。
しかし先天性心疾患の術後など、遺残症や合併症に対する医療が引き続き必要な者も多く
存在する。成人期に達した先天性心疾患は１つの専門分野であり、米国では不整脈
専門医等と同格の位置づけである。今は救命だけでなく成人期のQOLを見据えた小児医療
の時代であり、小児期から成人期へのスムーズな移行を支援する移行期医療もあわせて
紹介する。

配信期間 11月15日～12月15日
２０２2年

※注 「日本医師会生涯教育制度の単位」が必要な先生は
11月15日もしくは16日の視聴が必須です。

【テーマ】トピックス

★こちらから動画をご覧いただけます。
視聴後は出席登録をお願いします。

https://childhp.fcho.jp/formedicalperson/conference/lastconference
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